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「伝統とは、受け継がれる『姿勢』」 

～ 成長、感動、そして、未来につながる一年 ～ 
校長  池島  隆久   

３月を迎えました。今月は、「伝統を受け継ぐ」ということについて考えます。 

〇伝統とは「受け継がれる姿勢」 

学校の伝統とは、校舎や記念碑のような形あるものだけを指すのではありません。日々の

“姿勢”こそが、学校の伝統だと思います。では、本校の伝統とは何でしょうか。今年、全

校で取り組む中で、何度も目にした姿があります。 

・仲間の意見に真剣に耳を傾ける姿 

・違いがあっても、あきらめずに話し合おうとする姿 

・うまくいかなくても、もう一歩踏み出そうとする姿 

・自分の役割を最後までやり抜こうとする姿 

とりわけ３年生は、行事に全力で取り組みながら進路と向き合い、互いに支え合いながら

努力を重ねてきました。その姿は、確実に１・２年生に良い影響を与えました。 

こうした一つ一つの姿勢こそが、本校に受け継がれてほしい本当の伝統です。 

〇自治の力が学校を動かす 

次の一年、皆さんには自治の力をさらに高めてほしいと思います。学校を動かすのは、皆

さん自身です。自分たちで考え、決め、行動するとき、学校の雰囲気や文化は大きく変わり

ます。 

・学習文化を高めること 

・居心地のよい学級をつくること 

・時間の使い方を整えること 

・環境をよりよくすること 

どれも、誰かを待つものではありません。自分たちで動くことにこそ価値があります。 

〇次の伝統をつくるのは誰か 

３年生の皆さん。皆さんが示してくれた姿勢は、この学校の確かな財産です。誇りをもっ

て卒業の日を迎えてください。 

１・２年生の皆さん。その財産を受け取り、さらに磨き上げていく責任があります。伝統

とは、受け継がれる“姿勢”です。 

「どんな学校を受け継ぎ、どんな姿を残すのか。」 

津幡中の次の伝統をつくるのは、ここにいる一人一人です。 

 

一年間ありがとうございました 

この一年、学校を温かく見守り、支えてくださった保護者の皆様に、心より感謝申し上げます。
子どもたちの成長の背景には、いつもご家庭での励ましと支えがありました。 
学校とともに歩んでいただきましたことに、大きな喜びを感じるとともに、深く感謝申し上げ

ます。 


